
 

 

 
1 

 

 

 

2020年 12月の DATASALAD 有効求人件数 
 ～回復基調も季節要因で６カ月ぶり減少、 
  一部に新型コロナ第３波の影響も 

 

2021 年 1 月 6 日 

公益財団法人九州経済調査協会 事業開発部 

 

九経調 DATASALAD では、景気、産業、社会に関する政府統計に加え、API やスクレイピングによって日々

収集したインターネット上のビッグデータを、地域の景気や産業の動向を分析する指標として加工、可視化し

ている。 

本稿では、ハローワークインターネットサービスに掲載されている求人件数を集計した「就業地別有効求人

件数1」を活用し、新型コロナウイルス感染拡大の影響が続く 2020 年 12 月の雇用動向を分析する。なお本統

計の特徴は、厚生労働省公表の統計より１カ月ほど早く傾向をつかめる即時性、また求人を出した企業の所在

地ではなく、実際の求人がある就業地別の値を捉えている点にある。 

 

DATASALAD：https://datasalad.jp/ 

 

 

1．全国の有効求人件数：2020年 12月は全国で前月比▲0.5%の減少、６カ月ぶりマイナス 

2020 年 12 月における全国の有効求人件数は 1,077,617 件となった。前月比は▲0.5%と、2020 年６月以来、

６カ月ぶりにマイナスとなった。前年比は▲20.5%となり、11 月の▲21.3％から＋0.8%pt 改善した（図１）。 

有効求人件数は新型コロナウイルスの感染拡大により、2020 年３月から５月にかけて前月比▲５％を下回

る大幅な減少が続いた。その後も、６月は微減となったが、７月から 11 月までは経済活動の本格化に伴って

求人件数が回復した。12 月は例年、求人件数が前月より減少する月であり、本年も若干の減少となったが、前

年比が改善していることから、７月以降の回復基調は継続していると考えられる。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
1ハローワークインターネットサービスより就業地別求人情報の掲載件数を毎日取得し、「就業地別有効求人件数」として

掲載している。月次値については、各月における有効求人件数の最大値としている。なお、取得する求人区分は「一般求

人」「新卒・既卒求人」で、またハローワークインターネットサービスの仕様変更によりデータが取得できなかった 2020

年 1 月については、厚生労働省「職業安定業務統計」の有効求人数を用いて補間した。 
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図 1 有効求人件数の推移（全国） 

 

資料）九経調 DATASALAD 

 

 

2．地域ブロック別有効求人件数：８地域で前月比マイナス 九州は７カ月連続で増加            

2020 年 12 月の就業地別有効求人件数を地域ブロック別にみると、前月比は 12 地域中４地域でプラス、８

地域でマイナスになった（表１）。前月比のプラスが最も大きかったのは沖縄（前月比＋1.5%）で、以降は甲

信越（同＋0.9%）、九州（同＋0.4%）と続く。前年比をみると、全国の▲20.5%に対し、北海道（前年比▲13.5%）、

九州（同▲14.9%）、東北（同▲15.8%）などで比較的戻りが早い。また底となる 2020 年５月との比較では、甲

信越（+19.5%）や沖縄（+17.5%）が高い。 

九州における 2020 年 12 月の有効求人件数は 137,119 件となり、前月比＋0.4%と７カ月連続で増加、前年比

も▲14.9%と改善傾向が続いている。 

 

表 1 就業地別有効求人件数（地域ブロック別、2020 年 12月） 

 

資料）九経調 DATASALAD 

  

(単位：件・％)

前月比 前年比 前月比 前年比 対2020年5月比

全国 1,082,492 1.6% ▲ 21.3% 1,077,617 ▲ 0.5% ▲ 20.5% 12.6%

北海道 47,244 0.2% ▲ 14.4% 46,764 ▲ 1.0% ▲ 13.5% 11.7%

東北 94,177 2.6% ▲ 16.8% 92,622 ▲ 1.7% ▲ 15.8% 16.8%

北関東 60,772 2.6% ▲ 18.5% 60,607 ▲ 0.3% ▲ 17.3% 15.2%

南関東 225,646 0.5% ▲ 24.6% 223,979 ▲ 0.7% ▲ 24.8% 8.2%

甲信越 55,038 3.2% ▲ 19.9% 55,552 0.9% ▲ 16.7% 19.5%

東海 120,860 1.8% ▲ 25.3% 120,652 ▲ 0.2% ▲ 23.8% 10.7%

北陸 34,076 1.8% ▲ 24.4% 34,192 0.3% ▲ 22.1% 13.4%

近畿 166,321 1.1% ▲ 23.8% 164,927 ▲ 0.8% ▲ 23.6% 11.2%

中国 87,268 2.1% ▲ 19.4% 86,792 ▲ 0.5% ▲ 18.4% 12.8%

四国 44,072 1.6% ▲ 16.7% 43,986 ▲ 0.2% ▲ 15.9% 14.1%

九州 136,558 2.0% ▲ 16.8% 137,119 0.4% ▲ 14.9% 15.8%

沖縄 10,474 5.8% ▲ 32.1% 10,631 1.5% ▲ 29.4% 17.5%

2020 11 2020 12
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表 2 就業地別有効求人件数（地域ブロック別、2020 年 12月） 

＜前月比順位＞                     ＜前年比順位＞ 

   
資料）九経調 DATASALAD 

 

 

3．都道府県別の有効求人件数：25都道府県で前月比マイナスに  

2020 年 12 月の就業地別有効求人件数を都道府県毎にみると、前月比は 22 府県でプラス、25 都道府県でマ

イナスになった。前月比が最も高かったのは長野県（前月比＋2.4%）で、以降は京都府（同＋2.2%）、山梨県

（同＋2.2%）と続く。対して、前月比が最も低かったのは和歌山県（同▲2.9%）で、以降は大分県（同▲2.4%）、

青森県（同▲2.4%）と続く。 

前年比をみると、いずれも低水準ではあるが、秋田県（前年比▲5.5%）に加えて、鹿児島県（同▲7.1%）、

宮崎県（同▲7.7%）がマイナス１桁台となった。またマイナス 20％未満の都道府県も 29 に増加した（前月：

26）。ただ一方で、宮城県、埼玉県、千葉県、東京都、大阪府、兵庫県では前年比のマイナス幅が 11 月より拡

大しており、新型コロナウイルス第３波の影響が垣間見える。 

九州地域においては、鹿児島県（前月比＋1.6%、７カ月連続プラス）、沖縄県（同＋1.5%、３カ月連続プラ

ス）、熊本県（同＋1.5%、７カ月連続プラス）、佐賀県（同＋0.7%、６カ月連続プラス）、福岡県（同＋0.7%、

６カ月連続プラス）、長崎県（同＋0.2%、３カ月連続プラス）では引き続き前月比プラスになったが、宮崎県

（同▲0.3%、７カ月ぶりマイナス）、山口県（同▲0.7%、７カ月ぶりマイナス）、大分県（同▲2.4%、７カ月ぶ

りマイナス）では前月比マイナスに転じた。なお前年比をみると、九州地域は全県で改善傾向が続いており、

水準も沖縄県を除く８県で全国平均より高い。 
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表 3 就業地別有効求人件数（都道府県別、2020 年 12月） 
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表 4 就業地別有効求人件数（都道府県別、2020 年 12月） 

＜前月比順・上位＞                  ＜前年比順・上位＞ 

   

 

 

(単位：件・％)

前月比 前年比 前月比 前年比 対2020年5月比 前月比 前年比 前月比 前年比 対2020年5月比

全国 1,082,492 1.6% ▲ 21.3% 1,077,617 ▲ 0.5% ▲ 20.5% 12.6% 24 三重県 三重県 16,058 3.0% ▲ 22.5% 15,932 ▲ 0.8% ▲ 20.1% 13.9%

 北海道 47,244 0.2% ▲ 14.4% 46,764 ▲ 1.0% ▲ 13.5% 11.7% 25 滋賀県 滋賀県 12,311 2.3% ▲ 23.0% 12,439 1.0% ▲ 22.5% 21.7%

 青森県 13,627 1.6% ▲ 13.4% 13,306 ▲ 2.4% ▲ 12.5% 17.5% 26 京都府 京都府 23,449 0.8% ▲ 24.3% 23,970 2.2% ▲ 22.1% 8.0%

 岩手県 13,546 2.6% ▲ 18.7% 13,265 ▲ 2.1% ▲ 15.1% 18.1% 27 大阪府 大阪府 68,225 0.8% ▲ 26.2% 66,968 ▲ 1.8% ▲ 26.5% 9.1%

 宮城県 22,056 3.2% ▲ 19.6% 21,556 ▲ 2.3% ▲ 20.3% 16.8% 28 兵庫県 兵庫県 42,435 1.4% ▲ 22.8% 41,897 ▲ 1.3% ▲ 23.1% 13.2%

 秋田県 13,120 2.4% ▲ 9.2% 13,157 0.3% ▲ 5.5% 13.7% 29 奈良県 奈良県 10,938 ▲ 0.1% ▲ 19.0% 10,949 0.1% ▲ 18.1% 6.5%

 山形県 12,187 2.7% ▲ 21.7% 12,074 ▲ 0.9% ▲ 20.9% 13.1% 30 和歌山県 和歌山県 8,963 2.3% ▲ 12.9% 8,704 ▲ 2.9% ▲ 12.9% 18.3%

 福島県 19,670 2.1% ▲ 16.0% 19,424 ▲ 1.3% ▲ 15.6% 20.3% 31 鳥取県 鳥取県 7,802 4.1% ▲ 20.1% 7,831 0.4% ▲ 17.5% 22.2%

 茨城県 23,932 2.4% ▲ 18.8% 23,914 ▲ 0.1% ▲ 17.7% 16.1% 32 島根県 島根県 10,404 2.4% ▲ 13.0% 10,621 2.1% ▲ 11.3% 19.0%

 栃木県 18,743 3.5% ▲ 20.8% 18,946 1.1% ▲ 18.3% 17.9% 33 岡山県 岡山県 23,610 0.6% ▲ 19.7% 23,385 ▲ 1.0% ▲ 19.6% 10.5%

 群馬県 18,107 1.8% ▲ 15.8% 17,747 ▲ 2.0% ▲ 15.5% 11.3% 34 広島県 広島県 28,928 2.5% ▲ 22.0% 28,550 ▲ 1.3% ▲ 20.8% 8.5%

 埼玉県 43,021 ▲ 0.4% ▲ 22.4% 42,815 ▲ 0.5% ▲ 22.8% 8.8% 35 山口県 山口県 16,524 2.3% ▲ 17.5% 16,409 ▲ 0.7% ▲ 16.8% 16.3%

 千葉県 37,726 1.4% ▲ 19.7% 37,082 ▲ 1.7% ▲ 21.0% 8.4% 36 徳島県 徳島県 8,282 1.7% ▲ 14.8% 8,342 0.7% ▲ 13.7% 14.2%

 東京都 94,497 0.0% ▲ 28.5% 93,137 ▲ 1.4% ▲ 29.1% 5.8% 37 香川県 香川県 11,964 2.5% ▲ 21.9% 11,917 ▲ 0.4% ▲ 21.8% 10.3%

 神奈川県 50,402 1.4% ▲ 22.0% 50,945 1.1% ▲ 20.5% 12.0% 38 愛媛県 愛媛県 15,877 0.7% ▲ 15.2% 15,746 ▲ 0.8% ▲ 14.3% 13.0%

 新潟県 24,213 2.5% ▲ 21.6% 23,993 ▲ 0.9% ▲ 19.3% 14.4% 39 高知県 高知県 7,966 1.8% ▲ 13.6% 7,981 0.2% ▲ 11.9% 22.4%

 富山県 12,116 0.4% ▲ 26.8% 12,136 0.2% ▲ 23.9% 10.0% 40 福岡県 福岡県 44,934 1.3% ▲ 20.8% 45,230 0.7% ▲ 19.5% 15.0%

 石川県 11,583 2.7% ▲ 28.4% 11,693 0.9% ▲ 26.0% 15.3% 41 佐賀県 佐賀県 9,869 1.1% ▲ 17.6% 9,938 0.7% ▲ 14.7% 14.9%

 福井県 10,378 2.4% ▲ 16.1% 10,363 ▲ 0.1% ▲ 14.6% 15.4% 42 長崎県 長崎県 13,663 3.2% ▲ 19.0% 13,690 0.2% ▲ 16.4% 15.0%

 山梨県 8,082 3.2% ▲ 20.3% 8,259 2.2% ▲ 16.6% 24.0% 43 熊本県 熊本県 19,139 2.5% ▲ 17.4% 19,419 1.5% ▲ 15.0% 15.0%

 長野県 22,743 3.9% ▲ 17.9% 23,300 2.4% ▲ 13.9% 23.6% 44 大分県 大分県 13,753 2.3% ▲ 15.5% 13,419 ▲ 2.4% ▲ 14.8% 15.8%

 岐阜県 20,689 2.2% ▲ 19.9% 20,695 0.0% ▲ 18.3% 15.1% 45 宮崎県 宮崎県 13,817 1.9% ▲ 11.3% 13,769 ▲ 0.3% ▲ 7.7% 17.3%

 静岡県 30,098 2.8% ▲ 23.0% 30,302 0.7% ▲ 20.9% 17.5% 46 鹿児島県 鹿児島県 21,394 2.6% ▲ 10.7% 21,727 1.6% ▲ 7.1% 18.9%

 愛知県 54,021 0.8% ▲ 29.2% 53,723 ▲ 0.6% ▲ 28.1% 4.8% 47 沖縄県 沖縄県 10,474 5.8% ▲ 32.1% 10,631 1.5% ▲ 29.4% 17.5%

2020 112020 12 2020 122020 11
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＜前月比順・下位＞                 ＜前年比順・下位＞ 

   

資料）九経調 DATASALAD 

 

 

 

 

 

（参考資料） 

１．有効求人件数と既存統計の比較 

    
注）有効求人数・有効求人倍率は原数値 

資料）九経調作成 
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２．就業地別有効求人件数（地域ブロック別） 

＜北海道＞ 

 

 

＜東北＞ 

 

 

＜北関東＞ 
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＜南関東＞ 

 

 

＜甲信越＞ 

 

 

＜東海＞ 
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＜北陸＞ 

 

 

＜近畿＞ 

 

 

＜中国＞ 
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＜四国＞ 

 

 

＜九州＞ 

 

 

＜沖縄＞ 

 
資料）九経調 DATASALAD 


